
⿃越啓介
岡⼭県⽟野市⽣まれ。⾼校時代、吹奏楽部に⼊部しコントラバスを弾き始め

る。⾼校卒業後、社会⼈の傍ら地元のビックバンドなどで活動。96年脱サラ、

97年上京。99年PHATのメンバーとなり、2001年東芝EMI Blue Noteレー

ベルより メジャーデビュー。シングル1枚、アルバム2枚を残し、2003年渋

谷クラブクアトロでのワンマンライブを最後に解散。その後は、ジャズ・邦

楽・ポップス・タンゴ・ブラジル⾳楽などその豊かな才能を駆使し、国内の

みならず海外公演も含め、自らのバンドを展開し、また様々なセッションや

レコーディングに参加。繊細且つ大胆でハーモニーを感じさせるその演奏は、

コントラバスという楽器の固定概念に捉われず、独奏楽器としての更なる可

能性を追い求め、幅広い⾳楽活動を⾏っている。9⽉に初のＤＵＯアルバム

「⽊魂」が発売され、益々注目されるユニットとなっている。

１０月１７日（水）
開場　１９：３０
開演　２０：００～

MC　２８００ 円＋２drinks order
(２ステージ 入替なし　途中入場可) (1drink=６００円～)
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maiko
神戸市御影出⾝。3歳からバイオリンを始める。京都市⽴芸術大学⾳楽学部卒業。

1999年4⽉、上京。ジャズ・バイオリンを独学で習得。1999年12⽉、第19回

浅草Jazzコンテストでベストプレイヤー賞を受賞。自⾝のバンドを組みライブ

活動を開始する。2001年10⽉、横濱ジャズプロムナード、ライブ・コンペティ

ション本選大会で向井滋春賞を受賞。同時期フュージョン・バンドRed Lotusで

エレキ・バイオリンを演奏。改めてジャズ理論をピアニストの福⽥重男⽒に師

事。そのリリカルでハートフルなプレイは、わが国ポピュラー・バイオリンの

第⼀⼈者中⻄俊博⽒も絶賛。現在⾸都圏のライブハウスを中⼼に自⾝がリーダー

のライブ活動をするとともに、多くのバンドやセッションに参加。洗足学園⾳楽

大学・ジャズコース 非常勤講師。


